
七

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十五の本文の位置づけ

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
五
の
本
文
の
位
置
づ
け

中　
　

根　
　

千　
　

絵

は
じ
め
に

　

論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）
1
（

た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説

林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合

は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所

は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（

た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
4
（

る
。
巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野

村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い

ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態

本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
5
（
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が

高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ

け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
6
（

た
。
ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が

あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た

写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）
7
（
た
。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目

指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部

を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
）
8
（

た
。
巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一

致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古

本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が

乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ

る
東
大
本
甲
で
は
、「
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ
」
と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名

詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
）
9
（

た
。
巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女

子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
10
（

た
。

　

巻
十
五
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所

蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典



九

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十五の本文の位置づけ

文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
五
の
本
文
異
同

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し

た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載

る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「 

」
に
入
れ
て
付
し
た
。

　

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本

の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　　

北
│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ
│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
十
五
目
録

三
四
七　
　

尋
静
（
第
八
） 

諸
（
底
北
実
国
野
乙
の
尋
は
異
体
の
変
、
底
北
は
正
字
を
朱
傍
）

　
　
　
　
　

僧

（
第
十
八
） 

野
乙
Ｂ
（
Ａ
Ｃ
以
外
の
祐
は
旁
の
口
を
ム
に
作
る
、
彦
も
）
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第
卅
四
（
第
三
四
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

流
尼
（
第
四
一
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

造
悪
業
人
（
第
四
七
） 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
一
話

三
四
八
5　

学
問
ヲ
ハ
不
為
ス 

乙
Ｂ

　
　
　

9　

頼
光
ヲ
生
タ
ラ
ン 

Ｂ

　
　
　

10　

嚴
徴
妙
ニ
シ
テ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

依
テ 
諸
大　

北
・
Ｂ
両
本
は
「
知
ン
ト
願
（
フ
）
ニ
」
と
朱
補
。

　
　
　

12　

所
居
ニ

 
諸
大　

北
・
Ｂ
両
本
は
「
ア
ラ
ス
（
ト
）」
と
朱
補
。

　
　
　

12　

知
光 

「
智
光
」
大

　
　
　

13　

何
ソ
可
返
キ 

乙
Ａ
Ｂ
「
何
ノ
可
返
キ
」
底
北
実
国
野
（
北
の
ノ
可
は
変
）「
何
ソ
可
返
」

　
　
　

14　

生
ノ
リ
時 

実
国
乙
Ｂ

　
　
　

14　

无
カ
リ 

国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

披
テ
見
テ 

Ｂ

　
　
　

16　

向
フ
威
儀
ノ
中
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「

ノ
威
儀
ノ
中
ニ
」
底
（
向
と
朱
傍
）「
何
威
儀
ノ
中
ニ
」
北
「
四
ノ
威
儀
ノ
中
ニ
」

実
国
野
大

　
　
　

17　

学
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
學
）「
覺
シ
テ
」
底
北
実
国
野
大

三
四
九
11　

保
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
保
は
変
）「
係
テ
」
底
北
実
国
野
大
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巻
十
五
第
二
話

三
四
九
17　

者
ア
ツ
テ 

諸
大
「
ア
リ
テ
」
乙

三
五
〇
1　

佛
経
ヲ
儲
テ 

諸
（
Ｂ
の
儲
は
変
）

　
　
　

1　

請
シ
下
シ
タ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

成
ラ
ム
ト
志 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

随
テ 

諸
大

　
　
　

13　

此
ノ
人
本
ヨ
リ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

14　

其
ノ
童 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

14　

西
ニ
向
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

見
聞
ク
人 
北
実
国
野
Ａ
Ｂ
「
見
聞
ヒ
ト
」
乙
「
見
聞
テ
人
」
底
大　

Ｃ
は
脱

巻
十
五
第
三
話

三
五
一
7　

飲
會 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
北
・
Ｂ
両
本
の
朱
傍
、「
飲
食
」

　
　
　

15　

疑
ヒ
无
シ
ト
ナ
リ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
「
疑
ヒ
無
ト
ナ
リ
」
Ｃ
「
疑
ヒ
无
シ
ト
ナ
ソ
」
底
大

巻
十
五
第
四
話

三
五
二
3　

ト
云
フ
人 

諸
大

　
　
　

4　

別
當
ト
テ 

諸
大　

ト
テ
は
ト
シ
テ
の
意
。

　
　
　

14　

此
ヲ
聞
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

忩
テ 

底
乙



一
二

愛知県立大学日本文化学部論集　第10号　2018

　
　
　

15　

真
ノ
鐘 

諸
大

　
　
　

16　

失
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

徃
生
シ
タ
ル
房 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
五
話

三
五
三
10　

我
カ
師 

諸
大

　
　
　

10　

不
斉
食
終
シ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

可
令
シ
ト 

乙
Ｂ

　
　
　

15　

弟
子
ノ 
諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

16　

備
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
五
四
5　

房
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

詣
ヌ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
大
「
詣
ス
」
底
野
Ｂ
（
底
は
ヌ
と
朱
訂
）

　
　
　

5　

末
タ
不
返
サ
ル
程
ニ 

大　

北
本
は
「
二
所
ヘ
」
の
下
に
、「
行
テ
」、
Ｂ
本
は
「
末
ダ
」
の
下
に
「
行
」
を
朱
補
。

　
　
　

6　

貴
ム 

諸
大

巻
十
五
第
六
話

三
五
四
14　

ヒ
隠
ス
ト
云
ヘ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覆
）「
覆
ヒ
隠
ス
云
ヘ
ド
モ
」
底
北
実
国
野
大
（
北
の
覆
は
変
）

　
　
　

16　

念
佛
ヲ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

17　

有

 

諸
大

三
五
五
4　

ノ 

「

」
古
本
大　

流
布
本
中
乙
・
Ａ
の
二
本
の
旁
は
「
片
」
の
古
体
、
Ｂ
Ｃ
二
本
は
「
行
」。
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6　

輦
有
リ 

北
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

7　

圍
遶
シ
テ
前
後 

諸
（
乙
Ｂ
の
圍
は
変
）

　
　
　

8　

随
テ

 

諸
大

　
　
　

11　

聞
テ
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
七
話

三
五
六
2　

僧 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

不
貯
ス
シ 

諸
大
「
不
貯
シ
」
Ａ
「
不
貯
」
Ｃ

　
　
　

6　

若
時 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
若
□
時
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

9　

起
居
ス 
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
八
話

三
五
七
5　

来
ル
毎
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

飯
念
ヲ 

諸
（
底
は
食
歟
と
朱
傍
）「
飯
食
ヲ
」
北
大

　
　
　

5　

十
餘
ヶ
年
ノ 

北
Ｂ
（
Ｂ
の
十
餘
は
変
）

　
　
　

11　

輦
ヲ 

底
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
底
は
轝
と
朱
傍
）「
轝
ヲ
」
実
国

　
　
　

14　

今
明 

諸
大

巻
十
五
第
九
話

三
五
八
5　

有
リ
テ 

諸
大
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6　

ト
云
フ
人 

諸
大

　
　
　

6　

法
文
ヲ
学
テ 

諸
（
諸
は
學
）「
法
文
ニ
學
テ
」
底
大

　
　
　

7　

聞
キ
見 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

幾
ニ 

諸
大　

北
本
の
朱
傍
「
モ
」

　
　
　

14　

年
明
ケ
テ 

野
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

成
ヌ 

諸

巻
十
五
第
十
話

三
五
九
9　

山
ノ

ニ 
諸
大

　
　
　

9　

俗
姓
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
俗
性
」
底
（
姓
と
朱
傍
）「
浴
徃
」
実
国
野
「
俗
姓
」
北
大

　
　
　

10　

ト
云
人 

諸
大

　
　
　

13　

遠
ク
ヨ
リ
現
セ
リ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

三
六
〇
3　

請
シ
ツ
ル
所
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
請
シ
ル
所
ノ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

4　

明
清
カ
命
終
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
十
一
話

三
六
〇
11　

俗
姓
ハ
│
氏 

★　
「
俗
姓
ハ
□
ノ
氏
」
諸
大

　
　
　

12　

住
鏡 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
住
願
」
底
実
国
野
（
仁
歟
と
傍
書
）「
仁
鏡
」
北
大

　
　
　

15　

行
テ
ソ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

ト
ニ
リ 

「

ト
ニ
」
Ａ
Ｃ
「

ト
ニ
ゾ
」
底
北
実
国
野
大



一
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三
六
一
1　

道
心
□
ケ
レ 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ
大
「
道
心
□
ケ
ム
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

2　

幾
ノ
程
ヲ 

底
北
実
国
野

　
　
　

7　

乗
テ 

大　

底
・
北
二
本
の
字
体
は
、「
垂
」
の
古
体
。

　
　
　

7　

徃
ヌ
ル
也
ト 

Ａ
Ｃ

　
　
　

8　

此
ノ
事
ヲ 

底
乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
十
二
話

三
六
一
14　

氏 

諸
大

三
六
二
5　

死
ナ
ム
ス
ト
云
テ 
Ｂ

　
　
　

7　

貴
ク
シ
テ 
諸
（
底
実
の
貴
は
変　

生
＋
貝
に
作
る
）

　
　
　

8　

乗 

大　

古
本
の
字
体
は
、「
垂
」
の
字
体
。

　
　
　

11　

人
語
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
十
三
話

三
六
二
14　

第
十
二 

「
第
十
三
」
大

　
　
　

17　

源
祐
内
供 

諸
（
底
は
源
に
淳
歟
と
朱
傍
）「
淳
祐
内
供
」
北
大

 

北
本
に
よ
り
て
訂
。

三
六
三
4　

金
剛
ノ
印 

野
Ｂ
（
彦
Ｂ
の
印
契
は
変
）「
金
剛
□
ノ
印
契
」
底
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

4　

弟
子
共
ニ
告
テ
云
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
弟
子
共
ニ
失
ニ
告
テ
云
ク
」
底
北
実
国
野
（
失
は
異
体
、
底
は
衍
歟
と
朱
注
）

　
　
　

7　

念
佛
ヲ
唱
ヘ
テ 

北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
念
佛
ツ
唱
ヘ
テ
」
底
実
国
大
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7　

失
ニ
ケ
リ 

諸
大
（
彦
北
実
国
野
の
失
は
異
体
）

巻
十
五
第
十
四
話

三
六
四
1　

我
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

3　

衣
ヲ
着
テ 

諸

　
　
　

4　

内
着
シ
籠
テ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

此
ノ
末
ニ
モ 

乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
十
五
話

三
六
四
12　

名
社
律
師 
諸
（
底
は
社
に
祐
歟
と
朱
傍
）「
名
祐
律
師
」
大

　
　
　

13　

道
ニ 

諸
大
「
道
ヲ
」
北

　
　
　

16　

行
テ
見
ル
ニ 

諸
「
行
キ
見
ル
ニ
」
底
大

　
　
　

17　

行
ケ
ル
ニ
カ
ト 

Ｂ

　
　
　

17　

行
カ
メ 

野
Ａ
Ｂ
大
「
行
カ
タ
」
乙
「
行
」
Ｃ
「
行
カ
ヌ
」
底
北
実
国
（
底
は
ヌ
に
メ
歟
と
朱
傍
）

三
六
五
1　

不
拈
ス
シ
テ 

北
実
国
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
拈
は
変
）

　
　
　

1　

无
ケ
レ
ハ 

大　

北
本
は
「
有
ィ
」
と
朱
傍
。

　
　
　

1　

此
等
ヲ
ハ 

底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

2　

取
リ
置
テ
コ
ソ 

北
実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
取
リ
置
キ
コ
ソ
」
底

　
　
　

6　

成 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

着
シ
分
チ 

乙
Ａ
Ｃ
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10　

追
ヒ

ル 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

13　

襄

ニ
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

13　

摵
ケ
懸
タ
ル
カ 

乙
Ｂ
（
Ｂ
は
変
）

　
　
　

14　

足
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
六
六
2　

澆
テ
立
リ 

北
乙
Ａ
Ｃ
大
「
澆
テ
立
ツ
」
実
国
野
「
澆
テ
立
ク
」
Ｂ
「
繞
テ
立
リ
」
底
（
澆
と
朱
傍
）

　
　
　

3　

居
給
ヒ
ツ
レ
ナ
ト 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

騒
キ

ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

疾
登
給
ヘ
ト 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

延
ニ
脱
キ
置
テ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
襄
に
作
る
、
彦
Ｂ
の
延
は
変
）

　
　
　

8　

此
ク 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

手
足
駄
ヲ 

底
北
実
国
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

13　

其
ニ
對
面
シ
ツ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

13　

不
用
ニ
シ
ケ
レ
ハ 

諸
大　
「
不
用
マ
ジ
ケ
レ
バ
」
実
国

三
六
七
1　

此
ノ
国
ニ 

Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｂ
は
國
）

　
　
　

4　

讃
岐
国
阿
波
土
佐
国
マ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
佐
は
左
、
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
國
）「
讃
岐
阿
波
土
佐
ノ
國
ニ
テ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

4　

聞
キ
継
テ 

底
北
実
国
野
乙

　
　
　

7　

導
ム
カ
為
ニ 

諸

巻
十
五
第
十
六
話

三
六
七
11　

千
観
内
供 

諸
（
底
の
供
は
変　

旁
を
失
の
異
体
に
作
る
）
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12　

山

ニ 

「
山
ノ

ニ
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

13　

心
至
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

ト
云
フ
人 

諸
大

三
六
八
1　

老
小 

大
「
老
少
」
Ａ
Ｃ　
「
都
鄙
老
少
以
為
口
実
」
極
楽
記

　
　
　

4　

八
車
ノ 

諸
大 

「
以
八
事
而
誡
徒
衆
」
極
楽
記

　
　
　

4　

可
翔
キ 

底
北
実
国
Ａ
Ｂ
（
底
Ｂ
の
翔
は
変　

底
の
旁
は
月
、
翔
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

彼
ノ
女
ノ
夢
ニ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
「
彼
女
ノ
夢
ニ
」
Ｃ
「
彼
ノ
女
夢
ニ
」
底
大

　
　
　

13　

示
セ
ト 

実
国
野
乙
Ｂ

巻
十
五
第
十
七
話

三
六
九
1　

山
林
ヲ
参
リ 

底
乙
Ｂ
（
底
は
ヲ
に
ヘ
と
朱
傍
）

　
　
　

6　

而
ル
間 

乙
Ａ
Ｃ
「
而
間
」
Ｂ
「
而
ル
ニ
間
」
底
北
実
国
野
大
（
底
は
ニ
に
无
と
朱
注
）

　
　
　
　
　

 

「
流
布
本
は
「
而
ル
ニ
」
と
「
而
ル
間
」
と
の
混
淆
で
あ
ろ
う
。」

巻
十
五
第
十
八
話

三
六
九
14　

幡
磨 

古
本
Ａ
「
播
磨
」
流
布
本

　
　
　

14　

賀
古
ノ
郡 

野
Ａ
Ｃ
大
「
賀
吉
ノ
郡
」
底
北
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
古
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

例
ニ 

諸
（
底
実
国
の
例
は
変　

旁
を
別
に
作
る
、
底
は
例
歟
と
朱
傍
）

三
七
〇
1　

何
ソ
ノ
車 

諸　

北
本
は
「
ノ
」
の
下
に
「
車
ソ
ト
ィ
」
と
朱
補
。

　
　
　

1　

此
ク
車
ハ 

底
実
国
Ａ
Ｂ
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1　

来
レ
ハ
所
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

増
祐 

流
布
本
「
僧
祐
」
古
本
大

巻
十
五
第
十
九
話

三
七
一
1　

勤
メ
ト
〆 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

5　

所
ヲ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

聖
人
宣
ハ
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

一
邊
地
也 

北
実
国
乙
Ｂ

　
　
　

7　

飛
ヒ
返
ヌ 
実
国
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

9　

心
ヲ
發
〆 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
硯
、
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

10　

至
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

告
ニ
ケ
リ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

死
ヌ
レ
ハ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
五
第
二
十
話

三
七
一
16　

信
濃
國 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
信
乃
國
」
大

三
七
二
2　

身
躰
ニ
沐
浴
セ
ム
ト 

諸
大　

北
本
は
、
加
筆
し
て
「
ヲ
」
と
訂
す
。

　
　
　

6　

不
離
ス 

★　
「
不
離
」
Ａ
Ｃ
「
不
離
レ
ヌ
」
底
「
不
離
レ
ズ
」
北
実
国
野
乙
大
「
不
歸
ス
」
Ｂ

　
　
　

7　

堂
ノ
内
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
當
堂
ノ
内
ニ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

9　

不
見
エ
テ 

実
国
野
乙
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11　

貴
ヒ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

不
有
シ 

諸
大

　
　
　

16　

躰
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
二
十
一
話

三
七
三
4　

男
子
ア
リ 

Ｂ
「
男
子
有
」
Ｃ
「
男
子
有
リ
」
Ａ
「
男
子
有
ケ
リ
」
乙
「
男
子
ナ
リ
」
北
「
男
子
ケ
リ
」
底
実
国

野
大

　
　
　

9　

行
キ
見
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

天
衣
寳
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
寶
）

　
　
　

11　

乗
セ
テ 
大　

底
本
の
字
体
は
、「
垂
」
の
古
体
。

　
　
　

13　

圍
遶
シ
テ 

Ａ
Ｃ
「
圍
遶
」
大

　
　
　

14　

呼
ヒ
出
テ 

「
呼
ビ
出
」
古
本
大
「
呼
ビ
出
シ
テ
」
流
布
本

巻
十
五
第
二
十
二
話

三
七
四
4　

本
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

吉
キ
事
ニ
悲
ヌ 

Ａ

　
　
　

8　

世

ト
云
フ 

諸
「
世

云
フ
」
底
大

　
　
　

8　

形
ヲ
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

一
事
ト
〆 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

10　

此
レ
盗
人
ヲ
見
テ 

北
実
国
野
乙
Ｂ
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10　

無
レ
ト 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
（
北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

16　

難
遁
カ
リ
ナ
ム
ト 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
難
道
カ
リ
ナ
メ
ト
」
底
（
道
を
遁
と
朱
訂
）「
難
道
カ
リ
ナ
ム
ト
」
北
「
難
遁
ヒ

リ
ナ
ム
ト
」
Ｂ
「
難
遁
カ
リ
ナ
メ
ト
」

三
七
五
1　

云
フ
人
ニ 

諸
大

　
　
　

1　

然サ
ラ
ハ 

底
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
ハ
を
朱
補
）「
サ
ラ
ハ
」
北
「
然
バ
」
実
野

　
　
　

3　

招
ヲ 

底
本
の
字
体
は
「
招
」「
髻
」
大

　
　
　

4　

始
メ
置
タ
ル
也 

乙

　
　
　

7　

見
知
ル
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
二
十
三
話

三
七
五
16
御
文
奉
ラ
ム
ト 

諸
大

三
七
六
3　

告
ク
馴
テ
ソ 

乙
Ａ
（
乙
の
馴
は
変
）

　
　
　

3　

此
ノ
事

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

命
終
ラ
ム
ヤ
ト 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

一
鶏
婁
安
ヲ 

乙
Ｂ
「
一
鶏
安
ヲ
」
底
実
国
Ａ
（
底
実
国
は
、
虫
安
に
婁
歟
と
傍
書
）「
一
鶏
婁
ヲ
」
北
野
Ｃ
大

　
　
　
　
　

 

底
・
実
・
国
・
Ａ
の
諸
本
、
上
字
を
鶏
＋
虫
、
下
字
を
「
安
」
に
作
る
。

　
　
　

13　

交
レ
テ 

諸

　
　
　

14　

待
ツ
ニ 

底
実
国
Ｂ

　
　
　

15　

ミ
タ
リ
ケ
レ
ハ 

実
国
野
乙
Ａ
「

ミ
タ
リ
ケ
レ
バ
」
底
北
大
（
底
は
痤
歟
と
朱
傍
）「

タ
リ
ケ
レ
ハ
」
Ｃ

三
七
七
2　

事
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
事
ナ
ル
ハ
」
底
北
実
国
野
大
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巻
十
五
第
二
十
四
話

三
七
七
6　

観
音
寺
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

今
六
月
許
ニ 

底
実
国
野
乙
Ｂ
（
底
は
月
に
日
ィ
と
朱
傍
）「
今
六
日
計
ニ
」
Ｃ
「
今
六
日
許
ニ
」
北
Ａ
大

　
　
　

9　

講
ノ
畢
ラ
ム
日 

北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

云
ヒ
ケ
ル
ヲ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

11　

聖
人
ノ
此
世
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
聖
人
此
ノ
世
ニ
」
野
「
聖
人
ノ
世
ニ
此
」
底
北
実
国
（
底
実
国
は
此
に
顚
倒
符
）

　
　
　

13　

心
地
悪
氣
色
ナ
ル
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
気
）「
心
地
悪
氣
ナ
ル
氣
色
ナ
ル
ハ
」
底
北
実
国
野
大
「
心
地
悪
気
色
ナ
レ

ハ
」
乙

三
七
八
1　

可
値
云
ヘ
ト
モ 
大　

諸
本
「
ト
」
な
し
。（
北
本
は
「
ト
」
を
朱
補
）。

　
　
　

4　

今
問
ル
ニ 
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

合
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
テ
は
変
）

　
　
　

12　

其
ノ
所
ニ
〔　

脱　

〕
普
「
其
ノ
所
ニ
〔
行
テ
、
其
ノ
講
ヲ
継
テ
可
行
キ
也
ト
ゾ
思
ユ
ル
。
此
レ
、
奇
異
ノ
事
ナ
ル
依
テ
、〕

普
ク
」
大

　
　
　
　
　

 

流
布
本
は
、
一
句
全
部
を
欠
く
。

巻
十
五
第
二
十
五
話

三
七
九
1　

嶋
ノ
郡
ノ 

諸

　
　
　

8　

笩
音
ト
也 

「
筏
音
ト
也
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
乙
の
筏
は
変
）「
筏
ノ
音
ト
也
」
底
北
実
国
野
大
（
筏
は
変　

下
部
を

代
に
作
る
、
彦
も
）

　
　
　

10　

言
ヲ
信
〆 

諸
（
底
の
信
シ
テ
は
朱
補
、
北
実
国
は
字
間
つ
め
て
補
入
）



二
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12　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
二
十
六
話

三
七
九
15　

徃
生
語
第
廾
六 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
八
〇
5　

極
樂
ニ
徃
生
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

一
人
ノ
音 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

無
カ
リ
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

16　

委
ク
語
ル
委
ク 

乙
Ａ
Ｂ

三
八
一
2　

遂
修
リ
貴 
乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
二
十
七
話

三
八
一
9　

不
見
エ
ス 

実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

10　

髣ホ
ノ
カ 

乙
Ａ
「
髴
」
Ｃ
大　

Ｂ
は
欠
字

 

底
本
始
め
古
本
の
字
体
は
長
×
弟
に
作
る
。

　
　
　

13　

テ 

大　
　

乙
・
Ｂ
・
Ｃ
三
本
以
外
か
く
作
る
。

　
　
　

15　

此
師
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

取
カ
持
来
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
八
二
2　

疂
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

此
レ
奇
異
キ
者 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

7　

可
食
キ
物
ノ 

Ａ
Ｂ
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14　

此
ノ
戸 

乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
二
十
八
話

三
八
三
10　

ニ
シ
テ 

諸
大

　
　
　

15　

敷
ニ 

底
北
実
国
乙
（
底
は
ニ
に
テ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

入
ヌ
レ
ハ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

怖
カ
シ 

乙
Ａ
Ｂ

三
八
四
2　

思
ヒ
不
懸
ヌ
事
也
ト
云
テ
実
国
野
乙

　
　
　

8　

香
ヲ
置 
北
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

法
華
ノ
懺
法
ヲ
行
ヒ
ツ 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

此
僧
ニ

 

★　
「
此
ノ
僧
ニ
値
ヌ
」
底
北
実
国
野
乙
（
底
北
乙
の
値
ヌ
は
変
、
特
に
彦
北
乙
は
二
字
近
接
し
て

一
字
の
如
し
、
底
は
値
ヌ
と
朱
傍
）「
此
僧
ニ

」
Ｂ
「
此
僧
ニ
値
」
Ａ
Ｃ
「
此
僧
ニ
値
ヌ
」
大

　
　
　

15　

某
年
其
月
其
日 

乙
Ｂ

三
八
五
6　

夜
暛
ク
シ
時
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

6　

奇
異
マ
シ
ト
也
ト 

底
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
底
は
マ
シ
ト
に
マ
レ
ト
と
朱
傍
）「
奇
異
ナ
レ
ト
也
ト
」
北
「
奇
異
マ
シ
ト
」
北

「
奇
異
□
ト
也
ト
」
実
国

巻
十
五
第
二
十
九
話

三
八
五
15　

山
ノ

ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
山
ノ

」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

15　

行
ケ
ル
ニ 

諸
大
「
行
ナ
ル
ニ
」
底
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15　

加
賀
國 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
賀
加
國
」
底
実
国
野

　
　
　

16　

ノ
郡 

諸
大

三
八
六
4　

誦
〆
畢
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

8　

命
終
ナ
レ
ト 

実
野
乙
Ａ
Ｂ
大
「
命
終
ナ
ル
ト
」
底
北
国
（
底
は
ナ
ル
に
ナ
レ
と
朱
傍
）「
命
終
ナ
レ
ト
モ
」
Ｃ

　
　
　

10　

苦
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

聳ソ
ヒ
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

語
ケ
ル
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

16　

善
根
ヲ
修
シ
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

巻
十
五
第
三
十
話

三
八
七
16　

心
ヲ
至
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
八
八
4　

年
来
ヲ
経
〆 

★　
「
年
来
ヲ
経
テ
」
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
年
来
ヲ
経
ヲ
」
底
（
下
の
ヲ
に
テ
歟
と
朱
傍
）「
年
来
ヲ

経
ヲ
」
実
国

　
　
　

4　

彼
ノ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

6　

契
リ
申
シ
事
ナ
ル
ハ 

底
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

8　

此
ノ
事 

乙
Ａ
「
此
ノ
事
□
」
底
北
実
国
野
大

巻
十
五
第
三
十
一
話

三
八
八
13　

ト
云
ケ
リ 

底
国
野
大
「
□
ノ
□
ト
云
ケ
リ
」
北
実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

年
ノ

ノ
此 

諸
大
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15　

年

ニ
シ
テ 

諸
大

　
　
　

15　

ト
云
フ
人
ヲ 

諸
大

三
八
九
8　

見
タ
リ
ケ
ル 

乙
Ｂ

巻
十
五
第
三
十
二
話

三
八
九
13　

ノ
郷 

諸
大

　
　
　

13　

俗
ニ
シ
テ

ノ

ト
「
俗
ニ
シ
テ

ト
」
大　

諸
本
欠
字
。

 

北
・
実
・
及
び
流
布
本
は
、
間
に
「
ノ
」
を
有
す
。

　
　
　

15　

印
佛
性
ヲ 
諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
極
楽
記
の
「
兼
修
印
、
仏
性
多
慈
悲
施
心
尤
深
」
の
句
読
を
切
り

誤
っ
た
も
の
。」

　
　
　

16　

戌
時
許
ヨ
リ 

実
国
乙
Ａ

　
　
　

17　

ュ
ノ
木
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
「
ケ

木
ノ
」
底
実
国
野
大
（
竹
歟
と
傍
書
）「
竹
木
ノ
」
北
「
コ
ノ
木
ノ
」
Ｃ

三
九
〇
3　

明
ル
朝 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

出
来
ケ
ル
ヤ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

極
樂
ノ
徃
生
シ
ケ
ル 

乙
Ｂ
「
極
樂
ニ
徃
生
シ
ケ
ル
」
Ａ
Ｃ
「
極
樂
ヲ
徃
生
シ
ケ
ル
」
実
国
野
「
極
樂
□
徃
生
シ
ケ
ル
」
北

「
極
樂
ヲ
□
徃
生
シ
ケ
ル
」
底
（
ヲ
み
せ
け
ち　

空
格
に
接
続
符
）「
極
樂
徃
生
シ
ケ
ル
」
大

　
　
　

7　

如
此
ハ 

諸
大

　
　
　

7　

然
レ
ヲ 

底
北
実
国
乙
大
「
然
ル
ヲ
」
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
五
第
三
十
三
話

三
九
〇
12　

内
匠
頭
適
ト 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

悩
ミ
煩
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｃ

巻
十
五
第
三
十
四
話

三
九
一
14　

云
ク
正
月
ノ 

乙
Ｂ

　
　
　

15　

死
宜
ク
成
ヌ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
死
ナ
ム
ト
テ
病
宜
ク
成
ヌ
ル
ハ
」
国
「
死
ナ
ム
ト
テ
病
宜
ク
成
ヌ
レ
バ
」
底
北
実
野
大

三
九
二
1　

死
ヌ
ル 

底
北
実
国
野

　
　
　

2　

馥
ハ
シ 
諸
大

　
　
　

2　

極
熱
ノ
比
ニ
テ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
極
樂
熱
ノ
比
ニ
テ
」
底
北
（
底
は
樂
み
せ
け
ち
）

巻
十
五
第
三
十
五
話

三
九
二
13　

發
ニ
ケ
レ
ハ 

諸
（
諸
は
硯
）「
硯
ケ
レ
バ
」
底
大

　
　
　

13　

思
深
カ
リ
ケ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

14　

許
シ
給
ヒ
ラ
ム
ヤ 

底
北
実
国
Ｂ
（
底
は
ラ
に
テ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

菩
提
ヲ 

底
乙
Ｂ
（
底
は
願
を
補
入
）

三
九
三
2　

令
講
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

貴
ク
シ 

諸
大
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巻
十
五
第
三
十
六
話

三
九
三
17　

ト
云
フ
人
ニ 

諸
大

三
九
四
2　

失
ニ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
「
失
ニ
ケ
レ
リ
」
諸
大　

Ｃ
は
脱

　
　
　

3　

念
々
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

遂
ニ
出
家
シ
テ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
遂
ニ
極
出
家
シ
テ
」
底
実
国
野
（
極
み
せ
け
ち　

ィ
无
と
傍
書
）

　
　
　

6　

極
樂
ニ
徃
生
セ
ム
ト 

諸
「
極
樂
徃
生
セ
ム
ト
」
底
大

　
　
　

9　

少
シ
病
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

此
レ
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

13　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
三
十
七
話

三
九
五
6　

喜
ヒ
テ
貴
ヒ
テ 

実
国
野
乙
Ｂ
大
「
喜
ヒ
テ
貴
ヒ
キ
」
底
「
喜
ヒ
テ
貴
テ
」
北
「
喜
ヒ
貴
ヒ
テ
」
Ａ
「
喜
貴
テ
」
Ｃ　

諸
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

8　

呼
フ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

12　

亦
僧
都
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

呼
ヒ
寄
セ
リ 

諸
大

　
　
　

12　

今
ノ
菩
薩 

諸
大　

北
本
の
傍
書
「
ゾ
」

　
　
　

15　

極
樂
ノ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
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巻
十
五
第
三
十
八
話

三
九
六
1　

第
卅
六 

「
第
卅
八
」
大

　
　
　

2　

上
手
ノ
郷
ニ 

★　
「
上
手
郷
ニ
」
Ｂ
「
上
手
ノ
里
ニ
」
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
上
平
ノ
郷
ニ
」
底
北
大

　
　
　

7　

能
ス
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
能
は
変
）

　
　
　

7　

不
知
ヌ 

実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

9　

心
ノ
願
ヒ
如
ク 

底
北
実
国
野
乙
「
心
願
ヒ
如
ク
」
Ｂ
「
心
ノ
願
ヒ
ノ
如
ク
」
Ａ
「
心
ノ
願
ノ
如
ク
」
Ｃ

　
　
　

9　

冩
シ
奉
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
寫
）

　
　
　

10　

徃
生
シ
メ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

妹
ノ
女
ハ
亦 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
妹
ノ
女
亦
」
底
北
実
国
野
大

巻
十
五
第
三
十
九
話

三
九
六
17　

大
和

 

「
大
和
國
」
諸
（
彦
底
実
国
野
乙
Ｂ
は
國
を
円
の
如
く
作
る
）

三
九
七
5　

違
ヒ
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

7　

思
ヘ
シ
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

被
見
ル
ニ
モ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

参
テ 

諸
大

　
　
　

11　

哀
レ
ニ
悲
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

12　

仰
レ
ム
時
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

努
々
メ 

実
国
野
乙
（
実
国
野
乙
は
「
努

メ
」）

　
　
　

16　

山
籠
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
山
籠
ニ
テ
」
底
北
実
国
野
大
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17　

戀
シ
ク
カ 

乙
Ａ
Ｂ

三
九
八
2　

尼
君
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

思
エ
ケ
レ
ハ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

成
ニ
タ
ル
カ 

底
北
実
国
野
Ｂ

　
　
　

5　

然
ハ 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

然
カ
我
レ
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

7　

尅
ニ
成
ヌ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

疾
ク 

乙
Ａ

　
　
　

11　

書
タ
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

思
ヱ
ナ
ハ
也
ケ
リ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
エ
）

　
　
　

14　

此
ノ
事
ノ 

Ｂ

　
　
　

14　

怠
キ
寄
テ 

底
北
実
国
野
乙

三
九
九
1　

値
ヒ
給
フ
マ
シ
ヤ
ニ
ヤ 

諸
大
「
値
ヒ
給
フ
マ
シ
ヤ
ト
ヨ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　
　
　

ト
ヨ

　
　
　

1　

云
思
ツ
ル
ニ 

諸
大

　
　
　

1　

有
ケ
ル
ヤ
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

2　

念
佛
ハ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

2　

申
シ
給
ヘ
ヤ
ト 

諸
大

　
　
　

4　

三
百
返
許 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

4　

失
ヌ
レ
ハ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
失
ス
レ
ハ
」
底
北
Ｂ
大
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7　

涙
ヲ
流
テ
横
川
ニ
ハ 

Ｂ

　
　
　

9　

云
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
四
十
話

三
九
九
16　

浄
メ
テ 

Ａ
Ｂ

四
〇
〇
1　

間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

1　

我
レ
ハ 

Ｂ

　
　
　

1　

引
摂
セ
ム
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

月
日
ノ 
底
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
月
□
日
ノ
」
実
国

巻
十
五
第
四
十
一
話

四
〇
〇
8　

尼 

底
乙
Ｂ

　
　
　

10　

彼
仕
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

唱
ヘ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

11　

弟
子 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

四
〇
一
1　

此
事
ヲ
サ
ヘ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

家
主
ノ
女
ヲ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

死
候
ト
ナ
ム
ト
ス 

北
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
候
は
変
）

　
　
　

8　

麝
香 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

香
匂
ニ
満
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
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9　

見
ヱ
ケ
レ
ハ 

底
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
野
乙
Ａ
Ｃ
は
エ
）

　
　
　

10　

額
ニ
宛
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

上
座 

諸
大

　
　
　

12　

其
ニ
有
ケ
ル
ニ
ナ
ム 

諸
（
Ｂ
の
ニ
有
は
変
）

巻
十
五
第
四
十
二
話

四
〇
二
7　

行
タ
リ
ケ
ル
ニ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

味
モ
失
テ
ソ
有
ケ
ル 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

弘

殿
ニ 
「
弘
徽
殿
ニ
」
乙
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
以
外
の
徽
は
微
の
異
体
）

　
　
　

12　

装
束

ヨ
カ
ニ
テ 
諸
大

　
　
　

17　

土
御
門
ヨ
リ 

諸
大
「
大
御
門
ヨ
リ
」
底　

諸
本
に
よ
り
訂
。

四
〇
三
6　

立
テ
リ 

諸
大

　
　
　
　
　

 

北
本
「
ゾ
」
と
訂
し
て
い
る
。

　
　
　

9　

見
給
ヒ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

極
テ
泣
ク 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

13　

忩
テ
ヽ 

底
北
実
国
野
大
「
忩
テ
」
Ｂ
「
急
テ
」
Ａ
Ｃ
「
怠
テ
ヽ
」
乙

　
　
　

14　

態
セ
サ
セ
給
ヘ
ル
ト
テ 

北
実
国
野
乙
Ｃ

　
　
　

17　

御
ス
ル
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｃ

四
〇
四
2　

昔
ハ
契
キ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
キ
の
次
に
リ
朱
補
）

　
　
　

2　

中
ノ
風
ニ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
風
は
変
）
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巻
十
五
第
四
十
三
話

四
〇
四
10　

丹
波
中
将
ト 

諸

　
　
　

10　

入
道 

諸
大

　
　
　

12　

鹿
ヲ
狩
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

提
婆
品
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
品
は
変
）

　
　
　

16　

佛
道 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

四
〇
五
3　

佛
前
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

遅
キ
ト 

諸
（
底
北
実
国
野
の
遅
は
変　

尸
を
广
・
羊
を
并
に
作
る
）

　
　
　

6　

戌
時
ニ 
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

早
ウ
失
給
ヒ
テ
キ
ト 
乙
Ａ

　
　
　

9　

師
ノ
内
大
臣
ト 

底
実
国
野
Ｃ

　
　
　

9　

放
逸
邪
見
ナ
ル
人
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

極
樂
ニ
生
レ
ム
ト 

実
国
野
乙
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

13　

嘲
ル
間 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

講

 

底
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
演
と
朱
傍
）

　
　
　

13　

有
テ 

諸
大

　
　
　

15　

年
老
ニ
タ
リ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
「
年
老
ヒ
タ
リ
」
底
大
「
年
老
テ
タ
リ
」
Ｂ

四
〇
六
2　

得
テ
キ
ト
宣
ヒ
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
得
テ
キ
ト
宣
ヒ
テ
」
底
実
国
野
大
「
得
テ
ト
宣
ヒ
テ
」
北

　
　
　

2　

此
ノ
夢
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

3　

見
タ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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4　

實
也
ケ
リ
ト
信
シ
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
四
十
四
話

四
〇
六
9　

越
知 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

艶
ヌ 

諸
大
「
艶
ス
」
北
Ｂ

巻
十
五
第
四
十
五
話

四
〇
七
10　

十
頭
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

人
ノ
物
ヲ 
諸
大
「
人
ニ
物
ヲ
」
Ａ

　
　
　

13　

亦
多
ア
リ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

云
テ 

諸
大
「
ト
云
テ
」
乙　

Ａ
Ｃ
両
本
は
脱
。

巻
十
五
第
四
十
六
話

四
〇
八
5　

郡
ニ 

諸
大

　
　
　

5　

被
恐
テ 

諸

　
　
　

7　

悩
ミ
煩
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

持
経
者
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

14　

冥
道
ス 

Ｂ

四
〇
九
3　

語
リ
云
ク 

諸
大　

尋
常
の
表
現
は
「
語
リ
テ
云
ク
」。



三
五

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十五の本文の位置づけ

巻
十
五
第
四
十
七
話

四
〇
九
11　

国
ニ 

「

國
ニ
」
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

11　

一
ノ
人 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

年
来
ヲ 

諸
大

　
　
　

12　

罪
ヲ
造
ル
人
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

制
セ
シ
テ 

乙
Ｂ

四
一
〇
2　

云
フ
事 

乙
Ｂ

　
　
　

6　

唱
フ
ル
ニ 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
五
第
四
十
八
話

四
一
一
4　

妻
亦 

諸

　
　
　

6　

挟
キ 

底
実
国
Ａ

　
　
　

7　

底
ニ 

諸
大
「
底
ヲ
」
Ａ
Ｃ

巻
十
五
第
四
十
九
話

四
一
二
1　

僧
ト
シ
テ 

諸
大

　
　
　

2　

智
リ
明
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

5　

黄
眠 

諸
大
「
黄
昏
」
Ｃ

　
　
　

10　

微
妙
ノ 

北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

極
樂
ノ
徃
生 

諸
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巻
十
五
第
五
十
話

四
一
三
2　

人
此
ノ
事
ヲ
聞
キ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

3　

近
付
ニ
ケ
リ 

Ｂ

巻
十
五
第
五
十
一
話

四
一
三
11　
〔　

脱　

〕
道
心 

「〔
今
昔
、
伊
勢
ノ
國
、
飯
高
ノ
郡
、

ノ
郷
ニ
一
人
ノ
老
タ
ル
嫗
有
ケ
リ
。〕
道
心
」
大

　
　
　

12　

勤
ケ
ル
様
ニ 

諸
大

　
　
　

17　

皆
是
ヲ
歎
テ 

Ｂ
「
皆
是
ヲ
歎
キ
」
底
北
大
「
皆
是
ヲ
難
テ
」
実
国
野
乙
Ｃ

四
一
四
3　

不
見
エ
ヌ 
諸
「
不
見
エ
」
Ａ
「
不
見
エ
ス
」
Ｂ
「
不
見
」
Ｃ

巻
十
五
第
五
十
二
話

四
一
四
7　

ノ
郡 

諸
大

　
　
　

7　

郷
ニ 

諸
大

　
　
　

17　

ニ
シ
テ 

「

ニ
シ
テ
」
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
（

は
変　

下
部
は
大
）

四
一
五
10　

靡
テ
ソ
有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

聞
キ
継
モ 

底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
聞
キ
継
シ
」
実
国

　
　
　

13　

傳
ヘ
フ
ル
ヲ 

諸
大
「
伝
フ
ル
ヲ
」
Ａ
Ｃ

巻
十
五
第
五
十
三
話

四
一
五
17　

ノ
郷
ニ 

諸
大
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四
一
六
4　

此
如
ク
シ
テ 

底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
底
Ｂ
は
顚
倒
符
を
附
す
）「
此
ノ
如
ク
シ
テ
」
実
国
野

巻
十
五
第
五
十
四
話

四
一
六
12　

令

メ 

諸
大　

彦
諸
本
の
字
体
は
草
冠
＋
列
。

　
　
　

13　

今
弃
ユ
ル 

乙
Ｂ

　
　
　

14　

着
セ
リ
仕
ヒ
ケ
ル 

Ｂ

　
　
　

16　

鳴
ハ
瀧
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

 

「

」
大　

Ａ
Ｃ
二
本
以
外
、
か
く
作
る
。
正
字
は
「
廬
」。

四
一
七
1　

此
ノ
童
ヲ 
乙
Ｂ

　
　
　

3　

然
乍
ラ
有
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

寄
異
フ 

大

　
　
　

6　

願
ケ
ル
ヤ 

諸
大　

北
本
の
朱
傍
「
願
ケ
ル
ニ
ヤ
」。

　
　
　

6　

申
シ
ケ
ル
ナ
メ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

死
ヌ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｃ
「
死
ヌ
レ
ハ
」
底
北
実
国
野
「
死
ス
ル
ハ
」
Ｂ

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の

形
）
11
（

式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
五
の
場
合
は
、
脱
文
（
四
一
三
11
）
も
含
め
、
必
ず
し
も
Ｂ
本
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
）
12
（

た
。
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ま
た
、
巻
十
四
に
お
い
て
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
意
味
を
通
じ
さ
せ

よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
13
（

た
が
、
巻
十
五
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
明
確
な
傾
向
は
浮
か
び
あ
が
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
彦
根

城
博
物
館
本
は
、
流
布
本
系
の
表
現
に
基
本
的
に
沿
い
な
が
ら
も
、
古
本
系
と
流
布
本
系
の
双
方
に
合
致
す
る
表
記
も
多
く
、
巻
十
五
の
場

合
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
巻
四
、
巻
五
、
巻
七
と
は
異
な
り
、
流
布
本
系
の
校
訂
後
の
正
し
い
固
有
名
詞
を
用
い
て
い
る
（
三
六
九
14

「
賀
古
」）
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
、
巻
四
、
巻
五
、
巻
七
と
同
様
、
古
態
本
系
に
即
し
て
い
る
場
合
（
三
六
九
14
「
幡
磨
」）
も
あ

る
。
ま
た
、「
加
賀
国
」（
三
八
五
15
）
が
古
態
本
の
東
北
大
本
と
流
布
本
（
乙
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
に
見
ら
れ
、「
賀
加
国
」
が
古
態
本
の
東

大
本
甲
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
に
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
古
本
系
と
流
布
本
系
に
分
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
加
賀

国
」
と
い
う
正
し
い
表
記
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て

は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に
お

け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

注
（
1
）
中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
2
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
54
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
3
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
55
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
4
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
1
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根
「
彦

根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
3
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物

館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
4
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
5
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
56
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
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物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
2
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
5
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（
6
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
57
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
7
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
6
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

（
8
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
7
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）

（
9
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
8
号　

二
〇
一
七
年
三
月
）

（
10
）
中
根
「
彦
根
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博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
9
号　

二
〇
一
八
年
三
月
）

（
11
）（
1
）に
同
じ
。

（
12
）
巻
十
五
の
脱
文
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫
本
に
同
箇
所
の
脱
文
が
見
ら
れ
る
。

（
13
）（
10
）に
同
じ
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